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し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
こ
の
酵
素
を

増
加
さ
せ
る
薬
剤
を
新

た
に
見
出
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
美
容

医
療
と
同
じ
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
基
づ
く
ス
キ
ン
ケ

ア
を
自
分
で
行
う
こ
と

が
可
能
に
な
る
と
い
う
。

　

美
容
医
療
領
域
で
は
、目
・

口
廻
り
に
Ｗ
―
Ｐ
Ｒ
Ｐ
を
施

術
す
る
こ
と
に
よ
り
皮
膚
状

態
が
改
善
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
社
は
２

０
０
９
年
に
医
師
と
共
同
で

そ
の
効
果
や
作
用
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
研
究
に
着
手
し
、
ヒ
ト

皮
膚
の
細
胞
で
発
現
し
て
い

る
遺
伝
子
約
２
万
個
を
Ｄ
Ｎ

Ａ
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
を
用
い

て
網
羅
的
に
解
析
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
Ｗ
―
Ｐ
Ｒ

Ｐ
施
術
」
に
よ
り
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
合
成
酵
素
「
Ｄ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
７
遺
伝
子
」
の
発
現
が
増

加
す
る
こ
と
を
発
見
し
、
表

皮
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
合
成

酵
素
「
Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
７
」
が
多

く
産
生
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ヒ
ト
培
養
表
皮

角
化
細
胞
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
合
成
酵
素「
Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
７
」

の
働
き
を
阻
害
す
る
と
分
化

が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

表
皮
の
分
化
に
は
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
合
成
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ポ
ー
ラ
は
、
顔

立
ち
や
肌
の
色
を

活
か
し
、
本
人
の

な
り
た
い
イ
メ
ー

ジ
に
近
づ
け
る

「
魅
力
発
揮
メ
ー

ク
」
が
、
初
対
面

の
相
手
に
自
身
へ

の
興
味
・
関
心
を

喚
起
し
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
感
情
を
発

生
さ
せ
や
す
い
な

ど
の
効
果
が
あ
る

こ
と
を
、
メ
ー
ク

効
果
測
定
に
よ
り

確
認
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
メ

ー
ク
の
効
果
は

様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
検
証
さ
れ
、

外
見
だ
け
で
は
な

く
、
内
面
に
も
働
き
か
け
、

幸
福
感
の
向
上
や
免
疫
力
ま

で
高
ま
る
と
い
う
検
証
結
果

が
あ
る
一
方
で
、
メ
ー
ク
を

含
め
た
化
粧
や
美
容
に
つ
い

て
は
、「
身
だ
し
な
み
を
整

え
る
こ
と
」
と
捉
え
て
い
る

女
性
が
も
っ
と
も
多
い
と
い

う
調
査
結
果
も
あ
り
、
日
々

の
ル
ー
チ
ン
と
し
て
メ
ー
ク

を
し
て
い
る
女
性
が
多
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
た
。

　

今
回
、
新
た
な
試
み
と
し

て
、
普
段
自
身
で
行
っ
て
い

る
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
「
自

己
流
メ
ー
ク
」
と
そ
の
人
の

顔
立
ち
や
肌
の
色
を
活
か
し

な
が
ら
自
身
の
な
り
た
い
イ

メ
ー
ジ
に
近
づ
け
る
「
魅
力

発
揮
メ
ー
ク
」
で
は
、
初
対

面
の
相
手
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
な
感
情
の
変
化
を
起
こ

す
の
か
、
メ
ー
ク
の
差
を
伏

せ
た
ま
ま
ラ
ン
ダ
ム
に
対
面

さ
せ
る
こ
と
で
検
証
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
魅
力
発
揮

メ
ー
ク
」
の
方
が
「
自
己
流

メ
ー
ク
」
よ
り
も
、
初
対
面

の
相
手
に「
自
身
へ
の
興
味
・

関
心
を
喚
起
す
る
」
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
初

対
面
の
相
手
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
感
情
を
抱
か
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

情
の
発
生
を
抑
制
す
る
効
果

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
メ

ー
ク
に
よ
り
、
初
対
面
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
相
手

に
自
身
へ
の
興
味
を
持
た

く
れ
や
内
部
の
空
洞
化
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
中
、

髪
そ
の
も
の
の
形
状
変
化
に

着
目
。
パ
ー
マ
な
ど
の
ケ
ミ

カ
ル
処
理
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
毛
髪
が
、
洗
髪
に
よ
り

大
き
く
膨
ら
み
、
そ
の
後
乾

燥
し
収
縮
す
る
と
毛
髪
の
断

面
形
状
が
よ
り
乱
れ
る
こ
と

を
発
見
し
た
。

　

１
つ
目
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方

法
と
し
て
、
カ
チ
オ
ン
活
性

剤
の
一
種
で
あ
る
「
ラ
ウ
リ

ル
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
ク
ロ
リ
ド
」（
Ｌ
Ｔ
Ｃ
）

に
、
毛
髪
を
内
部
か
ら
膨
ら

ま
せ
、
断
面
形
状
を
補
正
す

る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
発
見

し
た
。

　

ま
た
、
２
つ
目
の
ア
プ
ロ

ー
チ
方
法
と
し
て
、
pH
２
・

０
以
下
の
強
酸
性
下
で
単
独

で
毛
髪
形
状
を
矯
正
で
き
る

縮
毛
矯
正
効
果
が
あ
る
「
グ

リ
オ
キ
シ
ル
酸
」（
Ｇ
Ａ
）

を「
グ
ル
コ
ノ
δ
ラ
ク
ト
ン
」

（
Ｇ
Ｄ
Ｌ
）
と
特
定
濃
度
で

組
み
合
わ
せ
熱
処
理
を
加
え

る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
、
pH
３
・
０
～
３
・
８
の

弱
酸
性
下
で
同
様
の
効
果
が

発
揮
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
効
果
は
同
時
に
断

面
形
状
変
化
に
も
影
響
す
る

こ
と
が
わ
か
り
、
ダ
メ
ー
ジ

毛
の
感
触
改
善
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
と
い
う
。

　

研
究
で
は
、
Ｇ
Ａ
は
施
術

に
よ
り
毛
髪
形
状
補
正
効
果

が
約
１
カ
月
に
及
ぶ
こ
と
、

Ｌ
Ｔ
Ｃ
は
繰
り
返
し
の
処
理

で
簡
便
に
利
用
が
可
能
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、

今
後
、
Ｇ
Ａ
は
技
術
者
用
サ

ロ
ン
商
品
へ
、
Ｌ
Ｔ
Ｃ
は
一

般
用
ホ
ー
ム
ユ
ー
ス
商
品
へ

と
応
用
し
て
い
く
。

せ
、
さ
ら
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

感
情
を
想
起
さ
せ
る
こ
と

で
、
よ
り
円
滑
な
対
人
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る

可
能
性
を
新
た
に
見
出
し
た
。

　

同
社
は
、
今
回
の
調
査
結

果
の
検
証
を
さ
ら
に
進
め
る

と
と
も
に
、
こ
の
研
究
の
成

果
を
今
後
の
メ
ー
ク
に
関
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
店
頭

で
の
提
案
に
活
か
し
て
い
く
。

す
る
と
メ
ラ
ニ
ン
を
過
剰
に

産
生
し
て
し
ま
い
、
こ
れ
が

シ
ミ
・
色
ム
ラ
の
原
因
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
メ
ラ
ノ

サ
イ
ト
の
移
動
を
制
御
し

て
い
る
「
Ａ
Ｂ
Ｒ
」
と
い

う
遺
伝
子
の
発
現
を
抑
制

す
る
こ
と
で
メ
ラ
ノ
サ
イ

ト
の
移
動
を
活
発
化
さ

せ
、
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
の
密

集
を
解
消
す
る
こ
と
で
、

シ
ミ
・
色
ム
ラ
形
成
の
原

因
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

と
い
う
。

　

そ
こ
で
同
社
は
、「
Ａ

Ｂ
Ｒ
」
の
発
現
を
抑
制
す

る
素
材
を
探
索
し
た
結

果
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
産
海

藻
と
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、
ベ

イ
ベ
リ
ー
バ
ー
ク
と
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
の
複
合
エ
キ
ス

を
見
出
し
た
。
同
成
果
は

２
０
１
７
年
「
欧
州
研
究
皮

膚
科
学
会
年
会
」
に
て
報
告

済
み
で
、
ポ
ー
ラ
か
ら
発
売

さ
れ
る
商
品
に
活
用
さ
れ
る
。

ＧＡ、ＧＤＬ、熱処理による効果（仕上げとしてＬＴＣ併用）
処理前（左）と処理後（右）。手触りがなめらかになり、つやが見られる。

　

ヒ
ト
培
養
表
皮
角
化
細
胞

を
用
い
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

合
成
酵
素
「
Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
７
遺

伝
子
」
の
発
現
を
増
加
さ
せ

る
薬
剤
を
探
索
し
た
結
果
、

「
酢
酸
レ
チ
ノ
ー
ル
」
が
Ｄ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
７
遺
伝
子
の
発
現
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

　

今
後
は
、
酢
酸
レ
チ
ノ
ー

ル
を
新
た
な
ス
キ
ン
ケ
ア
化

粧
品
の
開
発
に
応
用
し
て
い

く
。

の
技
術
開
発
に
成
功
し
た
。

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
の

特
性
を
活
か
し
、技
術
者
用
・

一
般
用
ヘ
ア
ケ
ア
商
品
開
発

に
応
用
し
て
い
く
。

　

同
社
で
は
、
従
来
の
ダ
メ

ー
ジ
ケ
ア
の
多
く
が
毛
髪
表

面
の
キ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ル
の
め

　

資
生
堂
は
、
ダ
メ

ー
ジ
毛
の
断
面
形
状
に
認
め

ら
れ
る
歪
み
や
扁
平
化
が
日

常
の
洗
髪
で
よ
り
深
刻
化
す

る
こ
と
を
発
見
し
、
ダ
メ
ー

ジ
毛
や
く
せ
毛
に
見
ら
れ
る

毛
髪
断
面
の
歪
み
や
扁
平
形

状
を
補
正
・
修
復
す
る
２
つ

資生堂
髪
の
断
面
形
状
を
補
正
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
開
発

資
生
堂

再
生
医
療
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
初
め
て
化
粧
品
に
応
用

W-PRP施術によりDHCR7遺伝子発現量が増加
（DNA マイクロアレイ、ヒト皮膚、2例）

　

資
生
堂
は
、
皮
膚
老
化
の

改
善
を
目
的
と
し
た
再
生
医

療
「
Ｗ
―
Ｐ
Ｒ
Ｐ
施
術
」
に

着
目
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
化
粧
品
に
応
用
す
る
目
的

で
医
師
と
の
共
同
研
究
を
進

め
る
中
、
こ
の
ほ
ど
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
合
成
酵
素
「
Ｄ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
７
」
が
正
常
な
肌
の

生
ま
れ
変
わ
り
（
表
皮
の
分

化
）
に
重
要
な
役
割
を
果
た

魅力発揮メーク群と自己流メーク群との間で、評価者の感情の発生に差が認められることがわかった。

ポ
ー
ラ

メークが対人のコミュニケーションに与える効果を検証

　

ポ
ー
ラ
化
成
工
業

は
、
メ
ラ
ニ
ン
産
生

細
胞
（
メ
ラ
ノ
サ
イ

ト
）
の
移
動
に
着
目
し
た
新

た
な
シ
ミ
改
善
技
術
を
見
出

し
た
。
従
来
の
シ
ミ
・
色
ム

ラ
の
予
防
・
改
善
の
多
く
は
、

メ
ラ
ニ
ン
産
生
の
増
加
や
産

生
さ
れ
た
メ
ラ
ニ
ン
の
排
出

不
良
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
も

の
だ
っ
た
。

　

同
研
究
で
は
、
メ
ラ
ノ
サ

イ
ト
本
来
の
移
動
が
停
滞
す

る
と
シ
ミ
・
色
ム
ラ
の
原
因

に
な
る
こ
と
を
発
見
。
さ
ら

に
、
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
が
密
集

ポーラ化成
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
の
停
滞
が

シ
ミ
の
原
因
と
な
る
こ
と
を
発
見


